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否定が可能なムード形式について

一一中国語と対照の角度から

張偉新

要旨

文が「コトJと「ムードJの両部分から成ることは周知の通りである。寺

村(1979)では、日本語のムードを表す「助動飼、補助動調を、その内側(先

行する用言)と外側(それ自体)についての否定化の可能性という観点からJ

整理した。本稿では、寺村(1979)の整理をもとに、文において、ムード形

式の内側(先行する用言)と外側(それ自体)ともに「肯定否定両形可能J

な部分に焦点をあて、この類の助動詞 補助動詞を含む日本語の文が中国語

ではどうなるのかを見てみる。特に否定文の場合、日中両言語の相違点を探

ってみる。日本語では、ムード形式の内側(先行する用言)の否定と外側(そ

れ自体)の否定が形式上容易に区別されるのに対して、中国語の場合、ムー

ド形式の内側(先行する用言)の否定と外側(それ自体)の否定の区別が、

形式だけによるのでは、はっきり判断できないケースがあることが分かつた。

否定の場合、中国語は副飼や「動調+補語Jなどの手段をとって、原文の意

味に近づけようとする傾向が見られる。分析から見出した一番大きな課題は、

中国語の「能願動詞Jと否定の関係を整理することである。

キーワード:コト、ムード、否定 スコープ、能願動詞、主観的要素

1.はじめに
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文が「コトJと「ムードJの両部分から成ることは周知の通りである.寺

村 (1979)では、ムードを表す形式と否定辞との関係を分析、強理!した.日

本語のムードを表す「助動詞.補助動詞を、その内側(先行する周雷)と外

側(それ自体)についての否定化の可能性という視点からJ、表に監理してい

る(次ページ参照.網掛筆者)0 

本稿では、寺村(1979)の監理をもとに、文において、ムード形式の内側 (先

行する用言)と外側(それ自体)ともに r"t年定否定問形可能J(上表網捌)の

部分に也点をあて、以上の助動詞、補助動詞を含む日本語の文が中国蹄では

どうなるのかを見てみることにする.特に否定文の絹合における、日中両言

需の相違点を探ろうとする。

なお、日本語特有の表現「ヤリモライJ表現については果たして本当にム

ード形式と言っていいのかどうか、 現段階では疑問に患っているので、今回

は検討の対象から外すことにする.

I~ 肯定否定筒形可能 肯定のみ 否定のみ

L、必~匁f{. L?1 ダロウ ト'コロ(デハナイ)

1定否定両3 
言ノt... ツモU?'l (降ノレ)yウダ

島(何シu趨 カモシレづイ 1 など

EシTylレa まレノレ自l (降ノレ)ラシイ
j可能B za，など (降ノレ) ヨウダ

~ベキダ ~トコロダ

~テイノレ ~パカリダ

定肯 ~テ71レ.など

の (アスペクト補助動詞)
み
(男)ラシイ
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2.分析

ムード形式の内側(先行する用言)と外側(それ自体)ともに否定の形を

許容するものに関して、問題となるのは‘『それ(筆者注:ムード形式)が包

み込むコトを否定する場合と、それ自体が(外側で)否定形をとる場合とで、

どう意味が違うかということだJ(寺村1979:202)。日本語においてムード

形式の内側(先行する用言)と外側(ぞれ自体)の否定の意味的違いを分析

するのが一つの問題だとすれば、これらを中国語に訳した場合、ムード形式

の内側(先行する用言)と外側(それ自体)の否定は形式上どうなっている

のか、中国語において、ムード形式の内側(先行する用言)と外側(それ自

体)の否定の意味的な違いはどうなっているのかなどの問題も、検討すべき

だと思う。よって本稿では、日本語のムード形式の内側(先行する用言)と

外側(それ自体)の否定を出発点として、対応している中国語の文と対照し

ながら、各形式が中国語にどう反映しているのかを見てみることにする。

2.1 ムード形式の内側(先行する用言)の肯定と否定

この節では、事柄に関する話し手の主観的判断(または態度)は変わらな

いが、事柄が是か非かによって、意味的に対立しているケースを見ることに

する。

さて、否定文に関する研究において、否定のスコープと焦点が最もよく取

り扱われている問題である。日本語の場合、否定のスコープは工藤真由美

(2000)によると、「可能な否定の範囲Jである。中国語の場合、E叔湘(1985)

によると、「在句子里，不或没的否定詰圏是不或投以后的全部t司i吾J(目叔湘

2005 : 583)。即ち、「文において、(否定辞)“不"または“没"の否定範囲

はそれ以後の全部内容Jである。本稿では、日本語と中国語をそれぞれ、工

藤 (2000)と呂 (1985)を参考に、否定のスコープを分析していくことにす

る。

また、翻訳の際、原文をどう伝達するかということにおいて、表現が翻訳

者の数ほどあると言える。したがって、否定の焦点がずれる場合も考えうる

が、本稿では、日本語を中国語に訳したとき、『実際の否定の対象jとなる否
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定の焦点をできる限り一致させるようにしている。従って、日中の文を対照

するときに、否定の焦点を検討内容から外すことにする。なお、この節の例

文に関しては、 a肯定事柄+ムード形式、 b否定事柄+ムード形式、の11頃に

挙げていくことにする。

1) a今日先生がいらっしゃるはずだ。

b今日先生がいらっしゃらないはずだ。

例1)は先生が大学にいらっしゃるかどうかについて、話し手が自分の知

っている事実から推論して、その結論を相手に述べる言い方である。例えば、

今日は水曜日で、毎週水曜日に授業があるので、先生はいらっしゃるという

事実から推論した場合は、上の aのようになる。逆に、今日は水曜日だが、

先週先生から出張があるとの連絡があって、休講になった事実から推論した

場合は、上のbのようになる。 1)を中国語に訳すと、

[1] a、今天老姉庖i亥在。

b、今天老姉庖核不在/没在。

推測を表すムード形式「はずだJに対応する中国語の主観的形式は“座i亥

(ying gai)"という能願動詞である。『はずだj 自体が否定されていないの

に対して、“庖i亥"も否定されていないのである。「はずだJというムード形

式において、ムード形式の内側(先行する用言)の否定の場合、日中間言語.

には大きな違いがないと言える。

つぎは『わけだJについて、対応している中国語の形式をみたいが、その

前に、「わけだJについて、寺村 (1979)はこう解釈している。 fまず，ワケ

ダであるが，一言でいうと，ある(既知の)事実について、なぜそうなのか

ということを推論の形で説明する表現だといってよいかと思うけ(寺村

1979: 204)。そして、「わけだJの例文の一つに寺村 (1979)は次の例 (32)

を挙げている。

(32)・・・・結局，これは数をそろばんで表したのと閉じ形である。してみる

とコマを動かさなかった桁を表す記号，すなわち“0"の用意がいるわけで

ある。

(村回全・茂木勇「数学の思想J)

これを中国語に訳すと次のようになる。
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[32]・・・・結果和用算盤表示数字的情況一祥。在主茎紳情況下，需要一小梢来

表示算珠没有移劫的数位，即数字“σ'。
この場合、中国語文の中に「わけだJに対応する主観的要素を表す言語形式

が見当たらない。否定文の場合も同じである。

(32)、・・・・コマを動かさなかった桁を表す記号，すなわち“0"の用意がい

らないわけである。

[32]‘・・・・就不需要一小梢来表示算珠没有移劫的数位，即数字“0"。

次の「わけだJを含む文も同じく『わけだJに対応する主観的要素を表す言

語形式が見当たらないことになっている。

2) a今日は休講なので、彼は家にいるわけだ。

b [週末ですが、仕事が入ってきたと聞いて]それで、彼は家にいな

いわけだ。

[2] a‘今天停深，所以他主室。

b ¥・・・所以他歪窪室。

「推論の形で説明する表現j である「わけだj に対応している中国語は語

形上主観的要素と関わる標識が見当たらないのである。これはもちろん fわ

けだJの意味内容などと深く関わっていると思う。このような「有標識から

無標織になるJケースは翻訳の場合も勿論一つの問題であるが、日本語を訳

した、「無標識jな中国語の中から元の主観的要素をどうすれば見出すことが

できるのか、更に、中国語において、主観的要素の表出方法等の問題にも関

わってくるだろうと推測できる。これらについてはこれから検討する余地が

十分あると言えよう。

3) aあの病人は、私の友達の息子なのだ。

bあの病人は、私の友達の息子ではないのだ。

[3] a 官s小病人，是我朋友的JL子。

b、那小病人， (井)不是我朋友的JL子。

「のだJというムード形式の場合、「否定+のだj とb、う形式によって、中

国語は副詞“井"1 を加えることによって原文の意味により近いことになる。

l “井"について、小学館『中日辞典』の解釈:決して、別に。否定の副詞“不、投
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これは主観的要素を導いているとも言える。そこから、主観的要素を表す時、

中国語ははっきりした標識がない場合、補助手段として副詞を用いる傾向が

あると思われる。

4) aあなた、そんな事は、自分から報告するものだ。

bあなた、そんな事は、自分から報告しないものだ。

[4] ピ那紳事情，保庇法主劫扱告。

b 、那神事情，体不(庖)i家主劫扱告。

「ものだJの場合、中国語と日本語に形式上、大きな違いが見えてくる。

日本語の場合、ムード形式「ものだJ自体は否定されていなく、スコープ外

に位置している。それに対し、中国語の場合、「ものだJに対応している主観

的要素をあらわす“(庖)波"が否定辞“不"の後に位置していて、スコープ

内であることが分かる。“(庖)i亥"を無理に否定のスコープ外に置かれると、

中国語の文は“那紳事情，保(庖)核不主劫扱告"となるが、かなり不自然

な文に感じてしまう

日本語では否定のスコ}プ外に位置する要素が、中国語に訳すと否定のス

コープ内に位置することになる原因は、おそらく中国語の主観的要素を表す

語、即ち能願動詞“庖i亥"の意味内容に関わっていると思われる。また、前

文で見た通り、日本語の「はずだJも「ものだJも中国語では“庖波"とい

う形式で現れているのも興味深いところである。これらの日本語を通して中

国語の語葉、特に能願動調の意味内容を分類・整理することができるのでは

ないかと思われる。

5) a太郎は夏休みに国に帰るつもりだ。

b太郎は夏休みに国に帰らないつもりだ。

[5] a ‘太郎打算暑俄回因。

b 、太郎打算暑俄不回因。

fつもりだjの場合、中国語にも能願動調“打算"が存在している。これ

は中国語の「ムード形式Jだと雷ってもよb、かと恩われる。太郎が『夏休み

有、来、宏、非"などの前につけ、一般の予想やもとの考えと実際の情況が異なるこ
とを説明する。多くの弁解や反駁の口調となる。
2 “庖t哀悼と否定の関係については、張 (2007)をご参照ください。
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に国に帰るJかどうかとb、う事柄の其否によって、肯定文と否定文に分けて

いるが、否定文の場合、日中ともにスコープと焦点がはっきりしていて、「固

に帰るj ことになっている。

6) aお母さんが作ってくれた料理、おいしそうだ。

b自分の作った料理、おいしくなさそうだ。

[6] a、鱈絹倣的菜看起来好香。

b 自己倣的莱者起来(都)不香。

fそうだJに関して、寺村 (1979)によると、前接するのは動調か形容飼

かによって、否定との関係、が変わってくる。ここで挙げている「形容調+そ

うだJはムード形式の内側先行する用言)と外側(それ自体)の両方が否定

になり得るが、「動詞+そうだJの場合、ムード形式の内側(先行する用言)

の否定が無理だと言われている。

例:雨が降りそうだ。

雨は降りそうにない。

*雨は降らなさそうだ。

さて、例 [6]の中国語の文には“看起来"(r見たところj という意味)

によって、「形容調+そうだJのニュアンスを表している。 fそうだjに対応

する主観的要素を表す語がなく、 f動調+補語jという形式によって原文の意

味を表しているわけである。しかし、日本語の場合『そうだJが存在するこ

とによって、主観的要素と関わっていると容易に判断できるが、中国語の文

を見て、それが主観的要素と関わっていると感じられる中国語話者が何人い

るかと疑問に思う。

以上のことから、「形容詞+そうだjの場合、日中間言語は表現の仕方がか

なり違うと言えよう。日本語は「そうだJというムード形式を用いるのに対

して、中国語は「動詞+補語Jという形式を用いるのである。

中国語において、 f動調+補語Jという形式と主観的要素との聞に真に関連が

あるのかどうか、あるとしたら、両者の聞に対応規則が潜んでいるのか、ど

んな規則なのかなども究明の余地がある。

以上は日本語のムード形式の内側(先行する用言)が否定になる場合、日

本結文とその中国語訳を対照してみた。その結果、次のようにまとめること
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ができょう。

・構文配置から見て、日本語のムード形式の内側(先行する用言)の否定

の場合、否定の標織「なbリはムード形式の前に位置する。それによって、

ムード形式が否定を包んでいることが分かる。それに対し、中国語の否定標

識“不"(または“没")はムード形式の後に位置する。それによって、ムー

ド形式が否定を支配していることが分かる。もっとも、このような構文配置

の違いは日中両言語の本質によるものだと考えられる。

・否定のスコープから日中の否定文を見て、中国語には、日本語のムード

形式とはっきりした対応.形式(主に能願動調である)がある場合、日中の文

がほとんど一致することになっている。但し、中国語のムード形式“庖液"

に関しては、日本語の『はずだJと「ものだJとともに対応していて、元の

日本語の否定のスコープと関係なしに、否定のスコープ内に入ったり、入ら

なかったりしている。また、日本語の「そうだJは前接する語が動銅か形容

詞かによって、ムード形式の内側(先行する用言)の否定が出来るかどうか

に分けているが、それに対応している中国語のムード形式はどうなのかも検

討すべき問題の一つだと思われる。

・日本語のムード形式に対応している主観的要素を表す形式がない場合、

中国語は他の表現形式に助けを求めることがある。本稿で挙げた例では副詞

と「動調+補語Jの形式が見られた。中国語において、これらの表現と『否

定+主観的要素j との相関関係も究明したい点である。

2.2 ムード形式の内側(先行する用雷)の否定と外側(それ自体)の否定

呂叔湘 (1985)には、“一小河在不在否定詰圏之内，有吋候会戸生重大的

意文差別.， (p. 583)のような記述がある。即ち、中国語では、語が否定辞

“不"または“没"の否定範囲以内、つまり、その後に位置するかどうかに

よって、文の意味が大きく変化するのである。例として呂叔湘 (1985)が挙

げたのは:

A 我一直没生病:我没一直生病。

B 他天天不上班:他不天天上班。

形式だけを見ると、 Aの“一直..(ずっと)、 Bの“天天"が否定辞“没"
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と“不"の前に位置するか後に位置するかの区別であるが、それを日本語に

訳すと、

A、私はずっと病気ではなかった(ずっと元気だった):私はずっと病気で

はなかった(時々病気だった)

B 、彼は毎日出勤しなb、:彼は毎日出動するのではない。(二日に一度出動

するのだ)と雷わなければならない。

Bの日本語訳を見ると、「出動しないJという「否定の判断Jと『出動する

のではないJという「判断の否定jの対立が見えてくる。これこそムード形

式の内側(先行する用言)の否定と外側(それ自体)の否定Jの対立ではな

いだろうか。

では、 2.1で見たムード形式の内側(先行する用言)の否定文を外側(そ

れ自体)の否定文に変えた上、中国語に訳したら、こうした区別がうまく対

応できるのだろうか。

7) a今日先生はいらっしゃらないはずだ。

b今日先生がいらっしゃるはずではない。

[7]ピ今天老姉庇核不在/没在。

b 、今天老姉歪庭法王~å

2.1節で述べたように、先生が大学にいらっしゃるかどうかに.ついて、話

し手が自分の知っている事実、例えば、毎週の水曜日に授業がある。今日は

水曜日だが、先週先生から出張があるとの連絡があって、休講になった事実

から推論した場合は、上のaのようになる。それに対して、今日は先生が出

張で休講になっているのに、先生がいらっしゃるということに対して、話し

手がそれを否定するときに、 bになる。 bの場合、『先生がいらっしゃるJと

いうのは想定外のことである。話しているのが先生自身なら、ここにいるこ

とに対する弁解に聞こえることにもなる。この点から、語気的にも aより強

いと言える。

否定のスコープに関しては、中国語の文を比較してみると、 a、の“庖核不"

に対して、 b、は“不庖i亥"という形式になっている。語順によって意味を決

めることが一目瞭然である。

もちろん、日本語では、 bの言い方としては現実的に『先生がいらっしゃる
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はずではなかったJというのが普通だと恩われるが、関連のテンスの問題も

興味深く、これからこのような問題をテーマにして研究を進めていきたいと

思う。

それはそうとして、他のムード形式を見てみよう。

8) a週末も仕事が入ってきたので、彼は家にいないわけだ。

b週末も仕事が入ってきたので、彼は家にいるわけではない。

[8] a 、周末也有工作，所以他亙進室。

b 、周末也有工作，所以他歪宜室。

9) aあの病人は、私の友達の息子ではないのだ。

bあの病人は、私の友達の息子なのではない。

[9] a 胃s小病人，井不是我朋友的jし子。

b 、那小病人，井不是我朋友的JL子。

10) aあなた、そんな事は、自分から報告しないものだ。

bあなた、そんな事は、自分から報告するものではない。

[10J a、那仲事情，保不(庖)波主刻扱告。

b、那神事情，保不(庖)i亥主訪扱告。

例8)、9)、10)を見てみると、日本語の場合、ムード形式の内側(先行す

る用言)と外側(それ自体)の否定とは形式上はっきり違っているのに対し

て、中国語の場合、形式上区別がつかない。

また、次の例 11)で分かるように、「つもりだJに対応している“打算"

の場合、否定辞とムード形式の位置関係がはっきりしている。

11) a太郎は夏休みに国に帰らないつもりだ。

b太郎は夏休みに国に帰るつもりではない。

[11] a 、太郎暑偲打算不回因。

b 、太郎暑偲不打算回因。

12) a自分の作った料理、おいしくなさそうだ。

b自分の作った料理、おいしそうではない。

[12] ピ自己倣的莱看起来都不香。

b ‘自己倣的莱不是看起来都彼香。

例 12)においては、ムード形式の内側(先行する用言)と外側(それ自体)
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の否定の区別を中国語は「強調Jという手段を取る。判断動飼“是"は否定

の焦点を強調する役割がある。“是"がないと、 fそうだJに対応している“看

起来"が否定のスコープに収まることができないのである。

この節ではムード形式の内側(先行する用言)と外側(それ自体)の否定

を比べてみてきた。その結果、以下のような問題点が浮かんできた。

・形式上、日本語のムード形式の内側(先行する用言)と外側(それ自体)

の否定が区別される文でも、中国語に訳した結果、形式だけをみると、ムー

ド形式の内側{先行する用雷)を否定しているのか、それとも、外側(それ

自体)を否定しているのか、区別が付かないのが多い。中国語には、否定の

スコープに入るかどうかの区別が存在しているにも関わらず、こうした暖昧

な現象が起こるのは、やはり日本語のムード形式に対応している中国語の主

観的表現に関連しているのではないかと思われる。

.2.1でも述べたが、中国語は副詞など雷語手段をとる場合がある。ムード

形式の内側(先行する用言)から外側(それ自体)の否定に切り替える時も、

否定を強調するマークをつけることがある。「ムード形式Jに対応する主観的

要素(能願動調)がある一方、こうした表現手段をとるのは中国語の特徴の

一つだと言えるなら、高IJ詞や他の言語手段と主観的要素との相関関係をも検

討しなければならないだろう。

・本稿で出現した日本語のムード形式に対応している中国語の主観的形式は

主に能願動調“庖該"、“打算"が挙げられる。同じく能願動詞の中でも、“打

算"と意味的に重なったりする“想"、“要"などがある。従って、主観的要

素と否定との関係を究明する際、中国語の能願動調と否定の関係を分析・整

理することが一つの手掛かりではないかと推測される。

3.おわりに

本稿では、寺村秀夫(1979)を出発点として、日本語のムード形式に対応

している中国語の主観的要素は形式上どうなっているのかを見てきた。その

結果、日本語では、ムード形式の内側(先行する用言)の否定と外側(それ

自体)の否定が形式上容易に区別されるのに対して、中国語の場合、ムード

形式の内側(先行する用言)の否定と外側(それ自体)の否定の区別が形式
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だけによるのでは、はっきり判断できないケースがあることが分かった。否

定の場合、中国語は副調や「動詞+補語j などの手段をとって、原文の意味

に近づけようとする傾向が見られる。また、日本語のムード形式に対応して

いる中国語の主観的要素に「能願動調Jが挙げられる。分析から見出した一

番大きな問題は、中国語の「能願動調Jと否定の関係で、今後の課題の中で

も、最も大きなものだろうと思う。
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